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市民 事業者

職員 その他

担当課 環境課

予算区分（款-項-目-中事業） 4-2-1-1 循環型社会推進事業

（中事業名） 循環型社会推進事業 決算書ページ 157 159 一般

基本目標 みんなで未来へつなぐ　緑はまちの宝物

政策 地球にやさしい持続可能な社会の構築

施策 ごみの減量化・資源化

開始年度 昭和42年度

終了予定年度 年度 　未定 市民・民間事業者との連携協働の可能性 民間事業者とのみ協働可

根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

関連計画 一般廃棄物処理基本計画

アウトプット（詳細はⅡへ） アウトカム（詳細はⅢへ）

②活動指標 ③中間成果 ④最終成果

【対象】

　対象の数： 全員

【事業内容】

（成果指標名）

令和７年度長久手市行政評価票（Ａ票：事業評価票） 対象年度 令和６年度

事業番号 69 事業名
循環型社会推進事業

総
合
計
画

そ
の
他

①事業概要

（どんな取組を行うのか） （取組の進捗をはかるもの。
　また、それがどうなるのか）

（①【対象】がどのような
状態に変わるのか）

（大事業の将来像）

市民の資源分別意識、ごみその
ものの発生抑制行動が醸成され
る。

循環型社会の構築に向けて、ご
み・資源の収集、処理方法のよ
り一層の充実を図り、ごみの減
量化・資源化を推進します。

1人1日あたりの家庭系もえるご
み排出量

Ⅰ

　
基
本
情
報

事
業
の
概
要
・
目
的

【アクションプラン指標】
1人1日あたりの家庭系もえるご
み排出量

【その他の指標】
・ごみの組成調査におけるもえ
るごみ袋に含まれる資源混入率
を下げる
・分別講座・環境学習等出前講
座開催数を年2回以上開催する

大
事
業
共
通

市民1人ひとりがごみに関する
課題について自分ごととして捉
え、分別やごみの発生抑制を当
たり前のこととして取り組むよ
うになる。
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【アクションプラン指標】 基準値 430 目標値 448 441 434 427 420

目標値 420 実績 426

【その他指標】 基準値 ー 目標値 28 26 24 22 20

目標値 ー 実績 33

【その他指標】 基準値 ー 目標値 2 2 2 2 2

目標値 ー 実績 5

基準値 目標値

目標値 実績

　各年度の取組、改善したこと。目標が達成できなかった場合はその理由

活動指標名 単位
基準値（2023年）
目標値（2028年）

※AP指標のみ
区分

R6(2024)
年度

R7(2025)
年度

R8(2026)
年度

R9(2027)
年度

R10(2028)
年度

1 ｇ
1人1日あたりの家庭系もえるごみ排出量

2 ％ごみの組成調査におけるもえるごみ袋に含まれ
る資源混入率

3 回
分別講座・環境学習等出前講座開催数

4

事業開始
の背景

昭和42年もえるごみ収集開始、昭和60年資源の分別収集試行開始

Ｒ
６

令和5年度に策定した一般廃棄物処理基本計画の施策内容を主に令和
4年度に策定した「ごみ減量・収集アクションプラン」の取組とする
ことで実効性の高いものとした。令和6年度家庭系もえるごみ1人1日
あたりのごみ排出量は目標を達成したが、ごみの組成調査における
もえるごみ袋に含まれる資源混入率は目標を達成できなかった。こ
の結果により、ごみそのものの発生抑制は進んだが、ごみの資源分
別が進んでいないと分析している。

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
９

Ⅱ

　
活
動
状
況
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
詳
細
）

活
動
指
標

エ
ピ
ソ
ー
ド
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H25 年度 H30 年度 R6 年度 R10 年度 R15 年度

成果指標名（中間成果をはかるもの） 単位 成果指標の推移と目標

【現状】

521 465 426 420 386

成果達成状況 指標目標値の根拠

Ａ.想定より良い　Ｂ.想定どおり　Ｃ.どちらともいえない

Ｄ.想定を下回っている

評価の理由、分析

今後の方向性 今後の方向性の理由

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止

改善ポイント

（成果指標を踏まえ、総合計画基本目標達成のため、必要性、有効性、効率性、公平性、歳入確保の観点等から見直しの余地のある取組を記入）

見直し

可能年度

1人1日あたりの家庭系もえるごみ排出量 g/日

Ｃ

令和6年度から令和15年度までの10年間を計画期間とする
一般廃棄物処理基本計画において、成果指標となっている
「家庭系もえるごみ1人1日あたりのごみ排出量」を主要成
果指標と位置づけているため。少しずつごみは減量しているが、このままでは目標を達成できない。令和6年度からの一般廃棄物処

理基本計画の施策を実施することにより、毎年度家庭系もえるごみ1人1日あたりのごみ排出量の目
標を達成しているか検証していくため、現段階ではどちらともいえない評価である。

Ａ
令和6年度から令和15年度までの10年間を計画期間とする一般廃棄物処理基本計画において、成果指標となっている「家庭
系もえるごみ1人1日あたりのごみ排出量」を毎年度検証することとなっているため。

見直しの余地のある取組名
見直しの
方向性

理由及び具体的な見直しの内容

1 プラスチックの一括回収

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

現在プラスチックの中でも容器包装は資源として回収しているが、製品はもえるごみとし
て回収している。今後は瀬戸市及び尾張旭市と連携し、容器包装も製品も一括して資源と
して回収できるスキームを構築することで、もえるごみを減量するとともに資源を増やし
ていく。

R11

2

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

3

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

Ⅲ

　
事
業
の
成
果
・
課
題
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析
（
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ウ
ト
カ
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の
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細
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成
果
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R8年度の費用（R7年度比） （単位：千円） R5(2023)年度 R6(2024)年度 R7(2025)年度

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持 予算 決算 予算 決算 予算

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止 244,041 227,475 264,825 249,857 264,952

理由 合計額 91,647 87,450 91,377 88,538 96,728

（内　国費）

（内　県費）

（内　諸収入） 27,447 29,050 25,953 27,063 31,328

（内　その他） 64,200 58,400 65,424 61,475 65,400

一般財源 152,394 140,025 173,448 161,389 168,224

積算額 R7年度予算の内訳　＜細々節名、　予算額、（R6年度予算額）＞

Ｂ 事業費

特
定
財
源R8年度はR7年度と同等の内容の施策を進

めるため。

Ⅳ

　
費
用

令
和
８
年
度
予
算
の
方
向
性
（
P
L
A
N
）

３
年
間
の
推
移

R7予算とほぼ同等だが、手数料や委託料
は過去実績による積算をするため、多少
変動する。


